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付属工具

（対辺4mm）
六角レンチ

六角レンチ
（対辺5mm）

対辺13mm
スパナ

※ユニットB（直下）／ユニットC（直下）
　の場合は使用しません

図はスイングアウト＆エレベーティングユニットA（標準）です。

スイングアウト＆エレベーティングユニット本体とエレ
ベーティング角度変更部の間で手・指などを挟まない
ようにしてください。必ずレッグパイプをしっかりと持
ち、支えながら操作してください。（P.2操作方法参照）
ケガをする原因になります。

ふくらはぎパッドを回転させたときに、クランプ金具と
パッド回転部の間で手・指などを挟まないようにして
ください。
ケガをする原因になります。



操作する側のレッグパイプを持ち、そのまま上げます。
適当な位置になったら、少し下げロックされていること
を確認してから、手を離してください。

操作する側のレッグパイプを片方の手でしっかりと持ち
ます。もう一方の手でエレベーティングノブを手前へ引
きます。（この時、ユニットと使用者の足の重さがかかり
ますので注意してください。）適当な位置になったらエ
レベーティングノブを離し、少しレッグパイプを下げロッ
クされていることを確認してから手を離してください。

上
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高さを調整し、
先端ボルトを締める。

●フットサポートが固定されて
いるか、確認してから使用して
ください。
　（フットサポートが脱落し事故の
　 原因になります。）

※適正トルク　12.5Nm

先端ボルト（六角）

フットサポートを少し上げ、付属品のスパナで先端ボルトを
少し動くところまで緩めます。

フットサポートの高さ調整〈高さ（長さ）の調整〉

フットサポート
裏側から見た図

スイングアウト＆エレベーティングユニットA（標準）の場合

スイングアウト＆エレベーティングユニットB（直下）／ユニットC（直下）の場合
回転レバーを回転させ、
安全ロックを解除します。

高さを調節し、プッシュレバーが戻っていることを確認して
回転レバーを元の位置に戻してロックします。

プッシュレバーを押しながら
高さを上下に調節します。



（ボルトは図の裏側にあります）
4

ふくらはぎパッドの位置調整
ふくらはぎパッドの位置を上下・前後・左右方向に調整することができます。

ふくらはぎパッドを使用状態の位置に戻し、回転が止まる位置を確認してください。
回転が止まる位置は下図のように左右のふくらはぎパッドが揃うように調整してください。

ふくらはぎパッドがずれ、足が落ちてケガをする原因になります。

スイングアウト＆エレベーティングユニットA（標準）の場合 スイングアウト＆エレベーティングユニットB（直下）／ユニットC（直下）の場合



※部品の取り付け忘れの無い様に
　ご注意ください。

スイングアウト＆
エレベーティングユニットA（標準）
スイングアウト＆
エレベーティングユニットB（直下）
 ユニットC（直下）

3段階

7段階

2段階
ふくらはぎパッドの上下を
入れ替えると、調整範囲が
広がります（右図）。

調整不可　

スイングアウト＆
エレベーティングユニットA（標準）
スイングアウト＆
エレベーティングユニットB（直下）
 ユニットC（直下）

2段階

4段階

スイングアウト＆
エレベーティングユニットA（標準）

スイングアウト＆
エレベーティングユニットB（直下）
 ユニットC（直下）

スイングアウト＆
エレベーティングユニットA（標準）

スイングアウト＆
エレベーティングユニットB（直下）
 ユニットC（直下）

スイングアウト＆
エレベーティングユニットA（標準）
スイングアウト＆
エレベーティングユニットB（直下）
 ユニットC（直下）

7段階

3段階

右図のようにボルトの
取り付け位置を上下
ひとつずらすと角度を
つけることができます。

20°の範囲で
自由に動きます。

〈スイングアウト＆エレベーティングユニットB（直下）／ユニットC（直下）の場合〉
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